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定期巡回はな 

 

重要事項説明書 
 作成日 令和 8年 6月 1日 

 

１ 指定定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスを提供する事業者について 

事 業 者 名 称 株式会社 南阿蘇ケアサービス 

代 表 者 氏 名 荒牧 律子 

本 社 所 在 地 

（連絡先及び電話番号等） 

熊本県阿蘇郡南阿蘇村久石２７２１番地２ 

電話： ０９６７－６７－１６０７ 

FAX ： ０９６７－６７－０８７５ 

法人設立年月日 ２０００年６月２９日 

 

２ 利用者に対してのサービス提供を実施する事業所について 

(1) 事業所の所在地等 

事 業 所 名 称 定期巡回はな 

介 護 保 険 指 定 

事 業 所 番 号 
４３９２７００１６９ 

事 業 所 所 在 地 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陰１４８番地１ 

連 絡 先 

相 談 担 当 者 名 

電話： ０８０－４３５４－００２４ 

相談担当者： 中野 玲子 

事業所の通常の 

事業の実施地域 
南阿蘇村、高森町 

 

(2) 事業の目的及び運営の方針 

事 業 の 目 的 

居宅要介護者（介護保険法（平成９年法律第１２３号）第８条第２項に規定

する居宅要介護者をいう。以下同じ。）に対し、利用者が可能な限りその居

宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができる

よう定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスを提供する事を目的とし

ます。 

運 営 の 方 針 

要介護状態にある方に対し、適正な訪問介護を提供することにより要介護

状態の維持、改善を目的とし、目標を設定して計画的にサービスを提供し

ます。関係町村、地域の保健・医療・福祉サービスと連携を図り、総合的

なサービスの提供に努めます。 
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(3) 営業日及び営業時間 

 

(4)事業所の職員体制とサービス内容 

管理者 中野 玲子 

 

職 職 務 内 容 人 員 数 

管
理
者 

従業者の管理及び業務の管理を一元的に行います。 常勤１名 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー 

利用者からの通報を受け、相談援助や訪問の要否等の判断をいたします。 

 

 

常勤１名以上 

 

 

計
画
作
成
責
任
者 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護計画を作成・管理を行います。 

 

 

常勤１名以上 

 

 

定
期
巡
回
訪
問

介
護
員 

定期巡回サービスおよび随時訪問サービスを提供します。 常勤１名以上 

随
時
対
応
型
訪
問 

介
護
員 

随時対応サービスの判断に基づき、利用者の居宅を訪問して介護等を行い

ます。 

常勤１名以上 

 

訪
問
看
護
員 

看護師等が医師の指示に基づき、利用者宅を訪問してサービス提供（連携

先の訪問看護事業所）を行います。次の項目について必要な協力を 

行い連携します。               

① 看護職員による利用者のアセスメント及びモニタリング 

② 随時対応サービスの提供にあたって、看護職員による対応が必要と判

断された場合の連携体制の確保 

③ 介護・医療連携推進会議への参加 

④ その他必要な指導及び助言 

常勤 2.5 名以

上 

 

営 業 日 ３６５日 

営 業 時 間 ２４時間 
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(5)提供するサービスの内容 

当事業所では、計画作成責任者が作成する「定期巡回・随時対応型訪問介護看護計画」に基づき、

以下のサービスを一体的に提供します。 

(1)サービス区分/具体的なサービス内容 

・定期巡回サービス/訪問介護員等が、計画に基づき定期的にご自宅を巡回し、入浴、排せつ、食

事等の介護や日常生活上の世話を行います。 

・随時対応サービス/24 時間体制でオペレーターがケアコール端末等による通報を受け、相談援

助や、訪問・看護対応の要否を判断します。 

・随時訪問サービス/随時対応サービスの判断に基づき、訪問介護員等が速やかに（概ね 30分以

内を目安に）駆けつけ、必要な介護・援助を行います。 

・訪問看護サービス/看護師等が主治の医師の指示に基づき、療養上の世話や診療の補助（健康状

態の確認、点滴の管理、処置等）を行います。 

 

３ 介護報酬に係る利用者負担金 

(1) 定期巡回・随時対応型訪問介護看護料（介護保険給付サービス利用者負担金） 

介護度により異なります。以下は 1か月あたりの自己負担額です。基本報酬（10割）に基づき、負担

割合（1割〜3割）に応じた額を徴収します。通所介護を利用される方には、下表に表示されている減

算があります。月途中からの利用開始や、月途中での利用中止の場合日割り日額を乗じた利用料とな

ります 

要介護度 区分支給限度額 介護・看護利用者 介護利用者 

要介護１ 16,765単位 7,946単位 5,446単位 

要介護２ 19,705単位 12,413単位 9,720単位 

要介護３ 27,048単位 18,948単位 16,140単位 

要介護４ 30,938単位 23,358単位 20,417単位 

要介護５ 36,217単位 28,298単位 24,692単位 

 

(2)以下に掲げる減算・日割について設定する 

デイサービスを利用される場合は基本報酬から減算します 

介護度 介護利用者 介護看護利用者 

要介護１ ▲62円 ▲91円 

要介護２ ▲111円 ▲141円 

要介護３ ▲184円 ▲216円 

要介護４ ▲233円 ▲266円 

要介護５ ▲281円 ▲322円 

※短期入所サービスを利用される場合は、短期入所系サービスの利用日数に応じた日割り計算を行

います 

 

(3)以下に掲げる加算を設定する  / 「※」は、区分支給限度基準額の算定対象外 

・初期加算：利用を開始した日から起算して 30日以内の期間については、初期加算として 

1日につき 30単位を加算 30単位/月 

・特別地域定期巡回・随時対応型訪問介護看護加算※：所定単位数の 15％加算 

・特別管理加算※：訪問看護サービスにつき、特別な管理を必要とするものについて加算 
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（Ⅰ）500単位/月 

       （Ⅱ）250単位/月 

・ターミナルケア加算※：死亡日及び死亡日前 14日以内に 2回以上ターミナルケアを実施 

した場合 2500単位/月 

・総合マネジメント加算(Ⅱ) 800単位/月 

・サービス提供体制強化加算（Ⅰ） 750単位/月 ※介護職員の総数のうち、介護福祉士の占める

割合が 60%以上である事業所が算定可能な加算 750単位/月 

・介護職員等処遇改善加算※：介護報酬改定による処遇改善に加えて、介護職員と他業種との賃金

格差をさらに縮め、介護が確固とした雇用の場として成長していくための加算  

介護職員等処遇改善加算Ⅰ（ロ）所定単位数（加算を含む基本単位）×27.8%（１月につき） 

・退院時共同指導加算：退院時円滑に訪問看護サービスが提供できるよう入院時に看護師が 

在宅での療養上必要な指導を行った場合 600単位/回  

・緊急時訪問看護加算：利用者・家族等から電話等により看護に関する意見を求められた場合に常時

対応でき、必要に応じて緊急訪問を行うことができる体制にある事業所が、計画的に訪問すること

になっていない緊急の訪問を行う倍に算定する加算 325単位/月（看護のみ） 

  

(4) 通院介助、病院付添い等、その他に係る費用 

以下のサービスは介護保険の対象外となるため、全額利用者負担となります。 

・実施地域を超える場合の交通費/30円/km/実施地域の境界線を越えた地点から算定します 

・通常のサービス提供の範囲を超える保険外の費用 

・訪問の際、利用者宅で使用する光熱費等の費用はご利用者の負担とします。 

・通院介助  1,000円 / 30分 / 30分単位での算定となります。 

・病院付添い 1,000円 / 30分 / 30分単位での算定となります。 

・外出支援  1,000円 / 30分 / 30分単位での算定となります。 

・ケアコール端末通信料 実費 

・通話料等は利用者負担なります。 

 

４ 支払い方法について 

① 利用料、利用者負担額

（介護保険を適用する

場合）、その他の費用の

請求方法等 

ア 利用料利用者負担額（介護保険を適用する場合）及びその他の費

用の額はサービス提供ごとに計算し、利用月ごとの合計金額によ

り請求いたします。 

イ 上記に係る請求書は、利用明細を添えて利用月の翌月２０日まで

に利用者あてにお届け（郵送）します。  

② 利用料、利用者負担額

（介護保険を適用する

場合）、その他の費用の

支払い方法等 

ア サービス提供の都度お渡しするサービス提供記録の利用者控え

と内容を照合のうえ、請求月の末日までに、下記のいずれかの方

法によりお支払い下さい。 

(ア)事業者指定口座への振り込み 

肥後銀行 高森支店 

普通預金口座（口座番号１２９８７８９） 

口座名義人 株式会社南阿蘇ケアサービス代表取締役 

      荒牧律子 

(イ)現金支払い 

イ お支払いの確認をしましたら、翌月の請求書に添え、領収書をお

渡しします。必ず保管されますようお願いします。（医療費控除
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の還付請求の際に必要となることがあります。） 

※ 利用料、利用者負担額（介護保険を適用する場合）及びその他の費用の支払いについて、正当な

理由がないにもかかわらず、支払い期日から２月以上遅延し、さらに支払いの督促から支払いが

無い場合には、サービス提供の契約を解除した上で、未払い分をお支払いいただくことがありま

す。 

 

５ サービスの利用方法 

(1)サービス提供を行う訪問介護員 

サービス提供にあたり、複数の訪問介護員が交替してサービスを提供します。 

(2) 訪問介護員の交替 

① ご契約者からの交替の申し出により、選任された訪問介護員の交替を希望する場合には、当該訪

問介護員が業務上不適当と認められる事情その他交替を希望する理由を明らかにして、事業者に

対して訪問介護員の交替を申し出ることができます。ただし、ご契約者から特定の訪問介護員の

指名はできません。 

② 事業者からの訪問介護員の交替事業者の都合により、訪問介護員を交替することがあります。 

訪問介護員を交替する場合は契約者及びその家族等に対してサービス利用上の不利益が生じない

よう十分に配慮するものとします。 

 

(3) サービス実施時の留意事項 

① 定められた業務以外の禁止 

契約者は「２（５）サービス内容」で定められたサービス以外の業務を事業者に依頼することは

できません。 

② 訪問介護サービスの実施に関する指示・命令はすべて事業者が行います。但し、事業者は訪問介

護サービスの実施にあたって契約者の事情・意向等に十分に配慮するものとします。 

③ 備品等の使用 

訪問介護サービス実施のために必要な備品等（水道・ガス・電気を含む）は無償で使用させてい

ただきます。訪問介護員が事業所に連絡する場合の電話等も使用させていただきます。 

 

(4) サービス内容の変更 

サービス利用当日に、ご契約者の体調等の理由で予定されていたサービスの実施ができない場合

には、サービス内容の変更を行います。 

 

(5)訪問介護員の禁止行為 

訪問介護員は、ご契約者に対する訪問介護サービスの提供にあたって、次に該当する行為は行い

ません。 

①医療行為 

②ご契約者もしくはその家族等からの金銭又は高価な物品の授受 

③ご契約者の家族等に対する訪問介護サービスの提供 

④飲酒及びご契約者もしくはその家族等の同意なしに行う喫煙 

⑤ご契約者もしくはその家族等に対しての宗教活動、政治活動、営利活動 

⑥その他契約者もしくはその家族等に対する迷惑行為 
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６ 合鍵の管理及び紛失時の対処方法 

①随時対応の緊急訪問が適切に行えるように合鍵を預かります。預かった鍵は、事業所のキーボ 

っクスに保管します。 

②合鍵の紛失、盗難等の事故が起きた場合は、すみやかに対処し、ご通知いたします。 

③サービス終了時や返却のご要望があった場合はすみやかに返却いたします。 

④スペアーキー作成の必要がある場合は、費用は利用者負担となります。 

④ 合鍵の預かりの同意を、鍵預書にて行います。 

 

７ サービス利用に当たっての留意事項 

① 利用者又はその家族は、体調の変化があった際には事業所の従業者にご一報ください。 

② 緊急時の随時訪問を確実の行うため、合鍵をお預かりします。合鍵はキーボックスにて 

保管します。 

③  従業者に対する贈物や飲食のもてなしは、お受けできません。 

 

８ 緊急時の対応について 

サービス提供中に、利用者に病状の急変が生じた場合その他必要な場合は、速やかに主治の医師へ

の連絡を行う等の必要な措置を講じると共に、利用者が予め指定する連絡先にも連絡します。 

 

９ 事故発生時の対応方法について 

利用者に対する定期巡回・随時対応型訪問介護看護（以下、｢定期サービス｣とする）の提供により

事故が発生した場合は、市町村、利用者の家族、利用者に係る居宅介護支援事業者等に連絡を行うと

ともに、必要な措置を講じます。サービス提供中に、利用者に病状の急変が生じた場合その他必要な

場合は、速やかに主治の医師への連絡を行う等の必要な措置を講じるとともに、利用者が予め指定す

る連絡先にも連絡します。守秘義務に違反した場合も同様とします。また、利用者に対する定期サー

ビスの提供により賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を速やかに行います。 

なお、事業者は、下記の損害賠償保険に加入しています。 

保険会社名 あいおいニッセイ同和損害保険 株式会社 

保険名 賠償責任保険 

ただし、損害の発生について、利用者様に故意又は過失が認められた場合には、利用者様の置かれ

た心身の状況等を斟酌して減額するのが相当と認められた場合には、事業者の損害賠償責任を減じさ

せていただきます。 

 

１０ 秘密の保持 

事業者及び従業者は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を、正当な理由なく第三者に漏ら

しません。この秘密保持の義務は、従業者が離職した後においても継続します。事業者は、従業者と

の雇用契約において、退職後も秘密を保持すべき旨の条項を設けるなどの必要な措置を講じています。 

 

１１ 利用者の尊厳 

利用者の人権・プライバシー保護のため業務マニュアルを作成し、従業者教育を行います。 
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１２ 身体拘束の禁止 

原則として、利用者の自由を制限するような身体拘束を行わないことを約束します。 

ただし、緊急やむを得ない理由により拘束をせざるを得ない場合には事前に利用者及びその家族 

へ十分な説明をし、同意を得るとともに、その対応及び時間、その際の利用者の心身の状況並び 

に緊急やむを得ない理由について記録します。 

 

１３ 身分証携行義務 

訪問介護員等は、常に身分証を携行し、初回訪問時及び利用者又は利用者の家族から提示を求めら

れた時は、いつでも身分証を提示します。 

 

１４ 心身の状況の把握 

定期サービスの提供に当たっては、居宅介護支援事業者が開催するサービス担当者会議等を通じて、

利用者の心身の状況、その置かれている環境、他の保健医療サービス又は福祉サービスの利用状況等

の把握に努めるものとします。 

 

１５ 衛生管理等 

(1) 訪問介護員等の清潔の保持及び健康状態について、必要な管理を行います。 

(2) 事業所の設備及び備品等について、衛生的な管理に努めます。 

 

１６  サービス提供の記録 

(1) 定期サービスの実施ごとに、そのサービスの提供日、内容及び利用料等を、サービス提供の終 

了時に利用者の確認を受けることとします。また、利用者の確認を受けた後は、その控えを利用者

に交付します。 

(2) 定期サービスの実施ごとに、サービス提供の記録を行うこととし、その記録はサービスを提供 

した日から５年間保存します。 

(3) 利用者は、事業者に対して保存されるサービス提供記録の閲覧及び複写物の交付を請求するこ 

とができます。 

 

１７ サービス提供に関する相談、苦情について 

(1) 苦情処理の体制及び手順 

① 提供した指定訪問介護に係る利用者及びその家族からの相談及び苦情を受け付けるための窓

口を設置します。（下表に記す【施設苦情相談窓口】のとおり） 

② 相談及び苦情に円滑かつ適切に対応するための体制及び手順は以下のとおりとします。 

 

(2) 苦情相談機関 

【施設苦情相談窓口】 

株式会社 南阿蘇ケアサービス  

定期巡回はな 

管理者 中野玲子 

電話番号 080-4354-0024 

FAX番号 0967-67-0875 

受付時間 9：00～18：00 

【市町村（保険者）の窓口】 

南阿蘇村役場 健康福祉課 

電話番号 0967-67-2705 

FAX番号 0967-67-2073 

受付時間 9:00～17:30 （土日祝休み） 
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【公的団体の窓口】 

熊本国民健康保険団体連合会 

電話番号 096-214-1101 

FAX番号 096-214-1105 

受付時間 9:00～17:00 （土日祝休み） 

 

１８  事業所は人権の擁護・虐待等の防止のため、次の措置を講じる。 

(1) 虐待を防止するための従業者に対する研修の実施 

(2) 利用者及びその家族からの苦情処理体制の整備 

(3) その他、従業者が支援に当たっての悩みや苦労を相談できる体制を整え、従業者が利用者 

等の権利擁護に取り組める環境づくりに勤めるほか、自ら必要な措置を講じるものとする。 

事業所はサービス提供中に、当該中に、当該事業所従業者等による虐待を受けたと思われる 

利用者を発見した場合は、速やかにこれを市町村に通報する。 

 

１９ 非常災害時の対応について 

事業者は、非常災害その他緊急の事態に備え、必要な設備を備えるとともに、常に関係機関と 

連絡を密にし、とるべき措置についてあらかじめ防災計画を作成し、防災計画に基づき、従業者等の

訓練を行います。 

 

２０ 業務継続計画の策定 

 事業所は、感染症や自然災害の発生時において、ご利用者に対する認知症対応型共同生活介護事業

の提供を継続的に実施するため及び非常時の体制での早期の業務再開を図るための計画を策定し、当

該業務継続計画に従い必要な措置を講じます。 

 また、職員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施

します。定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。 

 

２１ 感染症の予防及びまん延の防止のための措置 

事業所は、感染症が発生した際の予防、またはまん延防止のために、次の各号に掲げる措置を講じ 

ます。 

(1)事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会（テレビ電 

話装置等を活用して行うことができるものとする）をおおむね 6月に 1回以上開催します。そ  

の結果を、職員に周知徹底します。 

(2）事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。 

(3）職員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に実施します。 

 

２２ 虐待の防止 

  事業所は、虐待の発生またはその再発を防止するため、次の各号に掲げる措置を講じます。 

（1）事業所における虐待防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して行 

うことができるものとする）を定期的に開催するとともに、その結果について、職員に周知徹 

底を図ります。 

(2)事業所における虐待防止のための指針を整備します。 

(3)職員に対し、虐待防止のための研修を定期的に実施します。 

(4)虐待防止の措置を講じるための担当者を配置します。 
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２３ ハラスメントの防止について 

事業者は、介護現場で働く職員の安全確保と安心して働き続けられる労働環境が築けるようハラ

スメントの防止に向け取り組みます。 

(1)事業所内において行われる優越的な関係を背景とした言動や、業務上必要かつ相当な

範囲を超える下記の行為は組織として許容しません。 

①職員に対する身体的暴力（身体的な力を使って危害を及ぼす（及ぼされそうになった

行為） 

②職員に対する精神的暴力（個人の尊厳や人格を言葉や態度によって傷つけたり、おと

しめたりする行為） 

③職員に対するセクシャルハラスメント（意に沿わない性的言動、好意的態度の要求等、

性的ないやがらせ行為） 

 上記は、当該法人職員、取引先事業者の方、ご利用者及びその家族等が対象となります。 

(2)ハラスメント事案が発生した場合、株式会社南阿蘇ケアサービス「ハラスメント防止

対策に関する基本方針」を基に即座に対応し、再発防止会議等により、同事案が発生しな

い為の再発防止策を検討します。 

(3)職員に対し、ハラスメントに対する基本的な考え方について研修などを実施します。

また、定期的に話し合いの場を設け、介護現場におけるハラスメント発生状況の把握に努

めます。 

(4)ハラスメントと判断された場合には行為者に対し、保険者である市町村、関係機関へ

の連絡、相談、環境改善に対する必要な措置をとり、利用者の心身の状況その他の状況に

応じて、適当な他の事業者等の紹介、利用契約の解約、その他の必要な措置を講じます。 

 

２４ 入居者に対する見守りセンサーカメラ等の適正な運用 

 見守りセンサーカメラ等の適正な運用および個人情報の保護を目的とする 

(1)閲覧は業務上必要な場合に限る 

(2)映像は、私的利用を禁止とし、以下の場合に限り使用する 

① 入居者の安全確保および健康管理 

② 緊急時の迅速な対応 

③ 事故発生時の状況確認および再発防止 

④ 介護サービスの質の向上 

(3)映像は厳重に管理し、業務上必要な場合にのみ閲覧する。 

(4)映像の私的利用および無断での第三者提供を禁止する。 

(5)法令に基づく場合または本人・家族の同意がある場合はこの限りでない。 

 

２５ 電磁的記録等 

 事業者は、作成、保存その他これらに類するもののうち、書面で行うことが規定されている又は想

定されるものについては、書面に代えて電磁的記録により行うことができるものとする。 

 また、利用者又はその家族への交付、説明、同意、承諾等については、書面に代えて電磁的方法に

より行うことができるものとする。ただし、当該利用者又はその家族の承諾を得るものとする。 
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２６ 個人情報の利用目的 

事業者は、利用者から取得した個人情報を、以下の目的の範囲内で必要最小限に留めて利用します。 

(1)サービス提供： 定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスの提供、及びケアプランの作成。 

・連携・調整： 主治の医師への意見照会、居宅介護支援事業者や他の介護サービス事業者等との連

携（サービス担当者会議等への情報提供）。 

・事務管理： 利用料の請求事務（介護保険事務）、会計・経理、及び一部業務の委託。 

・緊急時対応： 病状の急変や事故発生時における、家族、医療機関、行政機関（市町村等）への連

絡・報告。 

 

(2)第三者への提供 

事業者は、法令に基づく場合や生命・財産の保護に緊急を要する場合を除き、あらかじめ利用者

又は家族の同意を得ることなく個人情報を第三者に提供しません。 

(3)サービス担当者会議等で個人情報を用いる場合は、サービス開始時に利用者及び家族から包括 

的な文書同意を得ておくものとします。 

(4) 個人情報の安全管理と開示 

・事業者は、個人情報の紛失、漏えい、改ざんを防止するため、鍵付き書庫の整備や情報システム

の安全管理など、適切な対策を講じます。 

・利用者は、事業者に対し、自己の個人情報の開示、訂正、利用停止等を求めることができます。

その際は、下記の窓口までお申し出ください 
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要事項説明書の説明年月日 年   月   日 

 

事
業
者 

所 在 地 熊本県阿蘇郡南阿蘇村久石２７２１番地２ 

法 人 名 株式会社 南阿蘇ケアサービス 

代 表 者 名 荒牧 律子         

事 業 所 名 定期巡回はな 

説 明 者 氏 名  

 

 事業者から上記内容の説明を受け、同意しました。 

利用者 

住 所 
 

氏 名  

 

代理人 

住 所 
 

氏 名  

 

 

                              

附 則 

 この規定は、平成 27年 6月 1日から施行する。 

 この規定は、平成 30年 4月 1日から施行する。 

この規定は、令和元年 11月 1日から施行する。                      

この規定は、令和 8年 6月１日から施行する。 


